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序文

千葉県北東部の九十九里平野を望む台地上は、古来より豊かな自然環境に恵まれ、多くの先人

の生活や活動の跡が、歴史的・文化的遺産として数多く残されています。

その一方、人々の生活環境はモータリーゼーションの発達によって便利なものへと変化し、

千葉県においても、交通網の整備は急務を要するものとなりました。

このたび千葉県土木部では、道路網整備の一環として主要地方道成東・酒々井線の建設を計

画しました。

千葉県教育委員会では、路線用地内に所在する埋蔵文化財の取り扱いについて、千葉県土木

部と慎重に協議を重ねて参りましたが、路線内の遺跡については現状保存が困難であるとの判

断がなされ、やむを得ず、発掘調査を事前に実施し、記録保存の措置を講ずることになりまし

た。記録保存に当っては、財団法人千葉県文化財センターが担当することになり、昭和62年度

に椎崎遺跡の発掘調査を実施しました。

調査の結果、椎崎遺跡は、旧石器時代から、近世にかけての複合遺跡であることが判明し、

旧石器時代の石器群や縄文時代の落し穴等、検出された遺構及び遺物の数々は、当時の人々の

狩猟活動の一端を解明するうえで貴重な資料と思われます。

このたび、整理作業も終了し、その成果を『山武町椎崎遺跡』として刊行する運びとなりま

した。本報告書が学術資料としてはもとより、文化財保護思想の啓蒙・普及のために広く一般

の方々に活用されることを願ってやみません。

終わりに、発掘調査から報告書刊行まで、種々御指導いただいた千葉県教育庁文化課をはじ

め千葉県土木部、山武町教育委員会、地元関係諸機関各位の御協力に御礼申し上げます。

また、炎天の現場での調査及び整理に携われた調査補助員の皆様に心から謝意を表します。

昭和63年 3月

財団法人千葉県文化財センター

理事長 山本孝也



凡例

1.本書は、首長蔀首長前権構掌員議1335・1他に位置する権構遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告書

である。遺跡コードは、 405-001である。

2.発掘調査は、主要地方道援策.者是非線建設に伴う事前調査として、千葉県教育委員会の

指導のもとに、千葉県土木部との委託契約に基ずいて、財団法人千葉県文化財センターが実

施した。

3.発掘調査は、下記の担当により昭和62年6月8日より昭和62年 7月31日まで実施した。

調査部長堀部昭夫、部長補佐古内茂、班長矢戸三男、主任調査研究員郷堀英司

調査研究員麻生正信

4.整理作業は、下記の担当により昭和62年8月1日より昭和62年8月31日まで実施した。

調査部長堀部昭夫、部長補佐古内茂、班長矢戸三男、調査研究員麻生正信

5.本書の編集は、班長矢戸三男の指導、助言のもとに、田島新、石橋宏克の協力を得て、

麻生正信が行った。

6.本書の分担執筆は、下記のとおりである。

麻生正信 1 -1、2、3、11-3、4、5、6、III

田 島新 11-1

石橋宏克 11-2 

7.本書に収録した調査記録、出土遺物は、財団法人千葉県文化財センターが所蔵、保管して

いる。

8.発掘調査、整理作業、報告書刊行にいたるまで、下記の諸機関、諸氏の御指導、御協力を

賜りました。記して、ここに謝意を表します。

千葉県教育庁文化課、千葉県土木部道路建設課、千葉県山武土木事務所、山武町教育委員会

太田文雄、小久貫隆史、小高良平、柴田龍司、山本正雄
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第 1図 周辺遺跡分布図(国土地理院発行1/25.000八街・成東)



第 1表周辺遺跡一覧表

遺跡 遺 跡 概 要
遺跡名 所 在 地 種別 備 考

番号 時代(時期)等 遺構・遺物等 立地・現状

椎崎字庚塚1335-1、1336 旧石器・縄文・奈良・平
旧石器(角錘状石器)・縄文土

1 椎崎遺跡 -1 散布地
安・近世

器・土師縛(圏分)・須恵器・陶 台地・山林・畑

器・鉄津

2 丸山遺跡 植谷字丸山1548 散布地 縄文・古績・奈良・平安 縄文土器・土師器 台地・畑

3 埴谷南城跡 植谷字結城他 城跡 中世 台地・山林

4 岩之谷台遺跡
木原字岩之谷台・花之谷

散布地 古墳(後)・奈良・平安 土師器(鬼高・真問・圏分) 台地・畑・宅地
台・鍵山・犬山細田台 他

5 京増台 II遺跡
木原字京増台2鈎・山崎

散布地 古墳{後) 土師器(鬼高)・須恵器 台地・畑
277他

6 南台遺跡 埴谷字南台1927 他 散布地 平安 土師器(圏分) 台地・畑 一部消滅

7 上鳶 台 遺 跡 埴谷字上鳶台1898-3 他 散布地 奈良 土師器{真問) 台地・畑

8 阿歌 坂遺 跡 埴谷字阿歌坂1766 散布地 縄文{早) 縄文土器(条痕文) 台地・畑

9 南中之谷海遺跡 祖谷字南中之谷海685他 散布地 平安 土師器{圏分) 台地・畑

10 西花岡遺跡 戸田字西花岡1503 他 散布地
縄文(中)・古墳(後)縄文土器・土師器(鬼高~国

台地・畑
~平安 分)

11 西神楽台塚群 椎崎字西神楽台1286 塚 中近世 塚 8 台地・山林

12 東遺芝遺跡 椎崎字東遺芝1421 散布地 縄文(早) 縄文土標 台地・畑

13 阿楽遺跡 椎崎字阿楽lωo 散布地 平安 土師器(国分) 台地・畑

14 萩ケ谷古漬群 椎崎字萩ケ谷 古漬 円墳5 台地・山林 一部消滅

15 東椎崎台遺跡 椎崎字東椎崎台 散布地 古墳・奈良・平安・室町 土師器 台地・畑

16 西椎崎台遺跡 椎崎字西惟崎台他 散布地 古績・奈良・平安 土師器 台地・畑

17 権崎古墳群 椎崎字向台他 古墳 古漬 円境18 台地・山林・畑

住居跡・堀立柱建物跡・塚・土
昭和57年

18 荒追遺跡 機崎字荒追514 集落跡 奈良・平安 繍・栂列・土師器{真間・圏分)・ 台地・畑

須恵器・鉄製品
度調査

荒迫遺跡

19 庚塚遺跡 椎崎字庚塚・予定迫 散布地 平安 土師器(国分) 台地・畑 としてー
部調査

20 切通遺跡 椎崎字切通側1 集落跡 平安 住居跡3・土師器{圏分) 台地・畑

21 広畑遺跡 椎崎字広畑793 散布地 縄文(後)・平安 縄文土器・土師器(圏分) 台地・畑

22 観音台遺跡 椎崎字観音台581 散布地 縄文(後・晩) 縄文土器 台地・畑

23 栗焼棒遺跡 矢部字栗焼棒切6 散布地
旧石器・縄文・古墳 旧石器(プレイド・アレイク}・

台地・畑
(後)・平安 縄文土器・土師器(鬼高・圏分)

24 木 戸 谷 遺 跡 椎崎字木戸谷1141 散布地 縄文(早)・古墳(中・後)縄文土器・土師器(和泉・鬼高}台地・畑・山林

25 宮ケ谷遺跡
森字宮ケ谷550・森字城之

散布地 古墳・奈良・平安 土師器 台地・畑
台693 他

26 森 城 跡森字城府他 城跡 中世 台地・山林

27 外出山遺跡
森字外出山・森字木造山

散布地 古墳(後) 土師器{鬼高) 台地・畑
他

28 謙台 古漬 群 森字下内野他 古績 方墳1・円墳16 台地・山林・畑
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第 2図周辺地形図 (1/5，000)





第 I章序 説

第 1節調査にいたる経緯

千葉県土木部は、主要地方道成東・酒々井線バイパス工事を計画した。これに伴い、千葉県

土木部より千葉県教育委員会へ、建設予定地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り

扱いについて照会があった。そこで、千葉県教育委員会は、現地踏査を実施したところ、遺跡

の所在が確認されたため、その旨を千葉県土木部へ回答した。

その後、遺跡の取り扱いについて慎重に協議を重ねたが、事業計画の変更が困難であるとい

うことで、やむを得ず記録保存の措置を講ずることで協議が整った。

千葉県教育委員会は、財団法人千葉県文化財センターを調査機関として指定し、これに基ず

いて、昭和62年 4月に千葉県土木部と財団法人千葉県文化財センターとの聞で発掘調査の委託

契約が締結され、調査を実施することとなった。

椎崎遺跡については、まず昭和62年 6月8日から、山武郡山武町椎崎字庚塚1336-1番地1，200

dを対象とした確認調査が行われ、遺構、遺物ともに分布濃度が薄いため本調査は不要とされ、

昭和62年6月19日に確認調査は終了した。その後、昭和62年7月1日より山武郡山武町椎崎字

庚塚1335・1番地700m'を対象とした確認調査が行われ、遺構、遺物ともに分布濃度が薄いため本

調査は不要とされ、昭和62年 7月24日に確認調査は終了した。

第 2節遺跡、の位置と環境

椎崎遺跡は、印膳郡八街町五方杭付近に源を発し、下総台地を開析して山武郡成東町津辺か

ら、九十九里平野を流下し太平洋に注ぐ作田川流域に面した台地上にある。旧海食崖から 5回

程内陸部にさかのぼった地点で、現行政区画上の位置は山武郡山武町字庚塚1335-1、1336-1番地

籍に当たる。本遺跡のある台地は、長期間の小河川による侵蝕作用によって、樹枝状に開析さ

れており、旧海食崖の東側には縄文時代以降に形成されたと推定される海岸平野である九十九

里平野が太平洋まで続いている。

作田川が開析した谷は、左岸は奥行きの深い大規模な支谷、右岸は狭くて短い支谷が連続す

るという特徴をもっている。

本遺跡のある台地は、椎崎の支谷が字大椎崎の台地と字弓手の台地に挟まれた部分を開析し

た約150mの開口部から、四つの支谷をもっ谷部の一番西側の最奥部にあり、北側からは、字古

谷を開口部とする支谷により開析され、尾根状になっており、標高は42mを測る。

-1-



本遺跡の周辺には、旧石器時代から、中・近世までの各時期の遺跡の存在が知られている。

旧石器時代では、 23栗焼棒遺跡。縄文時代では、 2丸山遺跡、 8阿歌坂遺跡(早期)、 10西花岡

遺跡(中期)、 12東遠芝遺跡(阜期)、 21広畑遺跡(後期)、 22観音台遺跡(後・晩期)、 23栗焼

棒遺跡、 24木戸谷遺跡(早期)。古墳時代では、 2丸山遺跡、 4岩之谷台遺跡(後期)、 5京増

台遺跡(後期)、 10西花岡遺跡(後期)、 14萩ヶ谷古墳群、 15東椎崎台遺跡、 16西椎崎台遺跡、

17椎崎古墳群、 23栗焼棒遺跡(後期)、 24木戸谷遺跡(中・後期)、 25宮ケ谷遺跡、 27外出山遺

跡(後期)、 28森台古墳群。奈良・平安時代では、 2丸山遺跡、 4岩之谷台遺跡、 6南台遺跡、

7上鳶台遺跡、 9南中ノ谷津遺跡、 10西花岡遺跡、 13阿楽遺跡、 15東椎崎遺跡、 18荒追遺跡、

19庚塚遺跡、 20切通遺跡、 21広畑遺跡、 23粟焼棒遺跡、 25宮ケ谷遺跡。中・近世では、 3埴谷

南城跡、 11西神楽台塚群、 15東椎崎台遺跡、 26森城跡等があげられる。(第 1図、第 1表)

第 3節調査の方法

本遺跡では、公共座標を基準に20mx20mの大グリッドを設定した(第 3図)。大グリッド

は、北から、 1、2、 3と数字を、西から、 A、B、Cとアルファベットを付した。大グリッ

ドの内部は、 2mX2mの小グリッドに分割し、 00から99までの番号を付した(第 4図)。従っ

て、各々のグリッドは、大グリッド番号と小グリッド番号の組み合わせた 4桁の記号で表現さ

れることになる。

A B 

。。 01 02 03 04 05 06 07 08 09 

1 10 11 

20 22 

30 33 

40 44 

50 55 

60 66 

70 77 

80 88 

90 99 

2 

。 20.M 

第 4図 グリッド設定図
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第11章検出した遺構と遺物

はじめに

本遺跡は、対象面積1，900m'のうち、確認調査を上層190m'、下層76m'を実施した。その結果、

遺構、遺物ともに分布濃度が薄いため、確認調査で検出された遺構の調査のみを実施した。し

たがって、調査を実施した面積は、上層1，330m'、下層100ばである。
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第 5図 旧石器・上層確認グリッド配置図・全体図(1/1，000)
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第 1節旧石器時代

出土状況(第6図・図版 5) 

本遺跡では、 1ブロックのみを検出した。石器群は、発掘区南側緩斜面にかかる肩口に集中

しており、 D4-16グリッドを中心として約 4mの範囲内に分布する。出土層位は、第皿層(ソ

フトローム)上部から下部にかけてで、中心は下部である。出土地点が斜面に近いことから、

遺物の垂直分布も南に緩く傾斜するあり方を示している。平面分布のあり方は、角錘状石器・

大型の剥片・醸等が外縁にみられ、小型の剥片・砕片が主体をしめている。
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第6図 旧石器時代遺物出土状況図・土層図 (1/50)
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挿図番号 器 種
最大長 最大幅 最大厚 重量

石材 遺物番号 備 考
(cm) (c加) (cm) (g) 

第7図l 角錘状石器 7.1 1.4 1.1 5.1 珪質頁岩1 D3-95-1 

2 剥 片 4.2 1.3 0.8 4.4 珪質頁岩2 D4-06-3 調整打面

3 剥 片 3.9 0.7 0.6 1.3 珪質頁岩3 D4-05-7 線状の打面

4 剥 片 3.1 0.8 0.4 0.4 珪質頁岩4 D4-06-2 点状の打面

5 剥 片 1目5 1.7 0.5 0.7 珪質頁岩5 D4-05-5 点状の打面で頭部調整が顕著

6 剥 片 1.5 1.2 0.3 0.4 珪質頁岩6 D4-06-6 

7 剥 片 1.1 1.3 0.4 0.3 珪質頁岩7 D4-05-2 

8 剥 片 1.2 1.5 0.3 0.3 珪質頁岩2 D4-06-1 

9 剥 片 0.8 1.4 0.4 0.2 珪質頁岩4 D4-06-7 

10 剥 片 0.7 1.8 0.2 0.2 珪質頁岩4 D4-05-4 

11 剥 片 5.7 3.9 1.8 32.7 珪質頁岩8 D4-05-3 

12 折断剥片 (1.9) (1.6) 0.4 (1.0) 珪質頁岩6 D4-05-1 

13 折断剥片 (1.4) 1.1 0.5 (0.6) 珪質頁岩6 D4-06-8 

砕 片 0.6 1.0 0.1 0.1 珪質頁岩4 D4-05-6 

砕 片 1.1 0.5 0.3 0.1 珪質頁岩2 D4-06-4 

砕 片 0.8 0.5 0.1 珪質頁岩2 D4-06-5 

砕 片 0.5 0.7 0.1 珪質頁岩9 D4-05-8 

機 (2.0) (3.4) (1.0) (6.6) 砂 岩 D4-16-1 

第2表 旧石器時代石器計測表

遺物(第 7図・図版6・第 2表)

平坦打面

平坦打面

点状の打面で頭部調整有り

点状の打面

平坦打面であるが打面の起伏が激しい

石器及び礁は、 18点出土しておりその内訳は、角錐状石器 l点、剥片12点、砕片 4点、離 1

点となっている。母岩は、 10種類に識別された。珪質頁岩が9種類、砂岩が 1種類で、石器は

すべて珪質頁岩である。

1は、横長制片を素材とした角錐状石器である。面的な調整(長さ・幅共に0.8cm内外)が施

された後、両側縁及び器体中央部左側に稜上から細かい調整(長さ・幅共に0.3cm内外)が施さ

れている。この調整により、鋸歯状縁を呈している。下端部は、裏→表の剥離痕をもっ折断面

である。

2 ""-'13は剥片で、そのうち12・13は折断剥片である。また、 2""-'4は縦長剥片、 5""-'10は横

長剥片である。

2は、打面調整の施された剥片で、末端部はヒンジフラクチャーである。

3も末端部は、ヒンジフラクチャ一気味である。

11は、ほぽ90度の打面転移の痕跡を残す剥片で、あるいは打面再生剥片かもしれない。

13は、打面調整剥片である。右側縁の細かい剥離痕は、頭部調整の痕跡か?

12、13はいずれも上部を折断するが、折断方向は逆である。

離は、ほとんどを破損している。被熱の痕跡は、ないようである。

- 6 



第 2節縄 文 時 代

本遺跡、で、縄文時代の遺構と考えられるのは、落し穴2基だけである。遺物は、確認調査に

よって、グリッド一括として取り上げられているため、遺構内からは出土していない。細片で、

8片が数えられる。

第007号跡(第9図・図版4) 

D4-15グリッドに位置する。検出できた範囲内で、長軸1.5m、短軸0.23mの長楕円形を呈し、

深さは確認面より 0.75mを計る。壁は、ほぽ垂直に立ち上がり、床面は北側がやや下がってい

る。東側の壁が少しオーパ}ハングする。

第008号跡(第9図・図版4) 

D4-05グリッドに位置する。長軸2.37m、短軸0.85mの長楕円形の平面形を呈し、深さは、確

認面より1.35mを計る。壁は、ほぽ垂直に立ち上がり、長軸両端の壁は、東側はO.lm、西側は

0.05m程オーパーハングする。床面は、ほぽ平坦であるが、東側がO.lm程下がっている。

グリッド出土の縄文土器(第8図、 1----8・図版6) 

本遺跡からは、縄文時代前期から後期にかけての土器片が断片的に出土した。器形を窺える

ものはない。

lは、土器の胎土中に砂粒子を多く含み、内面は縦位のケズリを残す。文様は、 3を一つの

単位とした平行沈線により、鋸歯状文を施すものである。前期後半の条線文土器であろう。 2・

3は、同一個体である。口縁部は、平縁でやや内湾気味となる。口縁部から底部にかけて縦位

の沈線を施すものである。 4は、単節縄文 (RL)を施すものである。胎土中に雲母粒子を多

量に含んでいる。 5は、単節縄文 (RL)を縦位に施すものである。いずれも加曽利E式土器

に比定できょう。 6は、粒の荒い単節縄文 (LR)を施す。 7は、単節縄文(原体不明)と半

載竹管による平行沈線文を施すものである。 8は、沈線文を横位に施文するものである。いず

れも加曽利B式土器の組製土器であろう。

第 3節奈良・平安時代

本遺跡で、奈良・平安時代の遺構と考えられるものは、土墳 1基だけである。遺物は、確認

調査によって、グリッド一括として取り上げられている。図示できるものは、第001号土墳より

出土した坪 l点と、 C2-55、65グリッド出土の聾底部 l点とE4-00グリッド出土の墨書土器

- 7ー
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(杯) 1点のみである。(第 8図、 9.図版 6)他に、テン箱 1箱分の細片が出土しているが、

復元図示できるものはない。

聾は、底径20.8cm、現存高8.8cmを計る。胴部下半を横位へラケズリを施す。

墨書土器は、河底部外面に 2字書かれているが読みは不明である。坪の底径は、 4.8cmを計

る。底部は、貼付け高台でへラケズリ調整を施す。

その他に、鉄津が出土している。

第 001号跡(第9図・図版 1) 

C2-10グリッドに位置する。長軸1.45m、短軸1.35mの楕円形の平面形を呈し、深さは確認面

より、 0.12mを計る。壁は、ゆるやかに立ち上がり、床面は、ほぽ平坦である。

遺物坪が 1点出土した。口径13.8cm、器高4.5cm，底径7.8仰で、内外面ともへラナデ調整し

ている。二次焼成により、内面の器面剥離が著しい。(第8図、 9・図版 6) 

第 4節近 世

本遺跡で、近世の遺構と考えられるものは、検出していない。

遺物は、境が 1点、煙管が 1点、古銭が 1点、泥面子が 1点出土した。

塊(第 8図、 12・図版 6) 

底径4.6cm、現存高3.0cmを計る。 D2-91・92グリッドより出土した。江戸時代後期の所産と考

えられる。

煙管(第 8図、 13・図版 6) 

長さ8.0cm、口径1.1側、吹口口径0.5cmを計る。銅製。 D4-05グリッドより出土した。

古銭(第 8図、 14・図版 6) 

寛永通宝である。 D3-59グリッドより出土した。外線外径20.45皿、外線内径19.05mm、内郭外

径9.2凹、内郭内径6.3皿、外縁厚1.3凹、内縁厚0.5皿、文字面厚1.0皿、重量3.55gを計る。

泥面子(第8図、 15・図版 6)

絵柄紋章(鶴丸)、材質素焼、成形型押、遺存状態完存、縦12.5皿、横11.0皿、厚5.6

皿、重量1.3gを計る。 D3-55グリッドから出土した。

-9-
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第 5節土 壌

ここで取り扱う土壌は、出土遺物により時期決定するには至らなかったもので、 2基が検出

された。

第 003号跡(第9図)

C2-11グリッドに位置する。長軸0.83m、短軸0.75mの楕円形の平面形を呈し、深さは確認面

より 0.24mを計る。

第 004号跡(第9図・図版2) 

D4-05グリッドに位置する。長軸1.22m、短軸0.98mの楕円形を呈し、深さは確認面より浅い

部分の東側で、 0.16m、深い部分の西側で、 0.2mを計る。壁は、ゆるやかに立ち上がる。床面

は、全体に凹面状を呈する。

第6節溝

本遺跡では、 3条の溝が検出されたが、出土遺物により時期決定するには至らなかった。

第 002号跡(第10図・図版 2) 

B2-19グリッドから、 C2-75グリッドにかけて検出された。確認調査によって、設定されたグ

リッド内のみ調査が実施された。幅0.4m、深さ北側で0.2m、南側でO.lm。長さは、検出され

た部分で10mを計る。壁は、ゆるやかに立ち上がり、床面は、ほぽ平坦である。台地斜面部に、

等高線と直行する方向に位置する。本溝は、北側の斜面下部に行くに従って、堀方が浅くなり

消滅してしまう。南側の先端は、後世の地形成形により、一段低く削られておりここまで遺構

が続いていたかは不明である。

第 005号跡(第10図・図版 3) 

D3-82グリッドから、 D4-10グリッドにかけて検出された。確認調査によって、設定されたグ

リッド内のみ調査が、実施された。幅0.6m、深さO.lm、長さは、検出された部分で3.5mを計

る。南側は、発掘区域外に続く。壁は、ゆるやかに立ち上がり、床面は、ほぽ平坦である。等

高線と平行に位置する。

-11-
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第 006号跡(第10図・図版 3) 

D3-27グリッドから、 E3-91グリッドにかけて検出された。確認調査によって設定されたグ

リッド内のみ調査が実施された。幅0.85~0.6m、深さは、北西側で0.25m、南西側で0.15m、

長さは、検出された部分で7.5mを計る。壁は、ゆるやかに立ち上がり、床面は、ほぽ平坦であ

る。等高線と平行に位置する。発掘区の北東及び南西より入り込む谷津の谷頭部が、尾根状に

なった部分に、この尾根と直行する方向に本溝は掘削されている。
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第111章まと め

今回報告した山武町椎崎遺跡は、道路建設予定地内だけが発掘調査の対象地であるため、遺

構、遺物の分布等の把握は非常に困難であった。しかしながら、昭和57年度に、発掘調査が実

施された東側に隣接する荒追遺跡群と似たような性格の遺跡と言えよう。

というのは、荒追遺跡群でも発見されている奈良・平安時代の遺物が主体となって出土して

いる点である。本遺跡では、旧石器時代の遺物の検出や縄文時代後期の遺物の検出等が荒追遺

跡群とは違う面もみられるが、出土する遺物は、荒追遺跡群でも主体であった奈良・平安時代

の遺物がほとんどである。

以下に、本遺跡の概要を述べる。

旧石器時代は、 1ブロックの石器群が検出された。

縄文時代は、第007、008号落し穴跡が検出された。遺物は、前期から後期にかけて断片的に

出土した。

奈良・平安時代は、第001号土墳跡が検出された。遺物は、第001号土墳跡より杯が、

各グリッドより細片が出土した。復元図示できるものは、聾の底部が 1点のみである。

細片ではあるが、荒追遺跡群で分類されている I期からV期にあたる遺物が出土している。

時期は、 8世紀初頭より 10世紀前半までに比定されよう。

その他に、鉄津が数点出土している点も、荒追遺跡群で出土している鉄製品を伴う住居跡、

小鍛冶跡と考えられる住居跡、鉄津を検出する住居跡との関連が考えられよう。

近世は、古銭、煙管、椀等遺物の出土はあったが、遺構の検出はされない。

時期不明の溝については、台地斜面と平行、或いは、直行する方向で掘削されていることか

ら、城郭に関するものとの考えも指摘することができる。

本地域は発掘調査例も少なく、まだまだ解明されなければならない問題が山積していると言

えよう。調査例の増加を待って、再度検討してみたいと思う。
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1. 旧石器時代 2.縄文時代 3.奈良平安時代 4.近世
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